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   はじめに 

 

 

高度経済成長期以降の我が国における大量生産・大量

消費型の経済は、私たちの生活を便利で快適なものにす

る一方、地球環境への負荷を著しく増やし、自然破壊や

地球温暖化など様々な環境問題を引き起こしてきました。

さらに、近年では、原子力発電所の事故が大きな転換と

なったエネルギー問題や突発的に起こる局地的な大雨な

どの異常気象といった新たな課題も数多く発生し、改め

て地球規模の環境の悪化が危惧されているところであり

ます。 

 

行田市においては、平成１４年に本市の環境の保全と創造に関する基本理念を定めた「行

田市環境基本条例」を制定するとともに、平成１６年にその具体的な取組みを示した「行

田市環境基本計画」を策定し、本市独自の環境施策を積極的に展開してきました。 

このたび新たに策定した「第２次行田市環境基本計画」では、これまでの環境施策をさ

らに発展させつつ、現在起こっている課題にも対応していくため、「生活環境」、「自然環境」、

「地球環境」、「啓発活動」という４分野の基本目標を設定しております。 

今後、行田市では、本計画を先人から受け継いだ“ふるさと行田”と水と緑あふれる“地

球”を次世代に引き継ぐための最重要計画と位置づけ、大胆かつきめ細やかに各種施策に

取り組んでまいります。 

計画の推進には、市民、事業者、市がそれぞれの責務を果たしながら、協働して取り組

むことが必要となります。これからの私たちの住む地球の未来を一人ひとりが考え、今を

生きる私たちが力を尽くして、環境にやさしいまちづくりを進めてまいりましょう。 

結びに、本計画の策定にあたりまして、熱心なご審議をいただきました環境審議会の皆

様をはじめ、アンケートや市民意見募集手続において貴重なご意見やご提案をお寄せくだ

さいました多くの市民・市内事業者の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

行田市長 工藤 正司 
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第１章 計画の基本的事項 

Ⅰ 計画策定の背景 

行田市は、平成１４年に『行田市環境基本条例』を制定し、環境の保全及び創造に関

する基本理念を定めるとともに、市、事業者及び市民の責務を明らかにしています。ま

た、平成１６年３月に「行田市環境基本計画」を策定し、その後の社会経済環境などの

変化を受け、平成２１年３月に見直しを行いました。 

見直しから５年が経過し、少子化・高齢化、人口減少社会の到来など、本市を取り巻

く状況が大きく変化しており、行政に求められる課題も高度化・多様化しています。環

境分野においては、ごみなどの家庭に身近な問題から、温暖化などの地球規模の問題ま

で様々な課題があります。 

これらの課題に対応するため、生活・自然・地球環境に対する取組を総合的かつ計画

的に推進する「第２次行田市環境基本計画」を策定します。 

 

Ⅱ 計画策定の目的 

行田市環境基本計画は、『行田市環境基本条例』第３条※に定める基本理念に基づき、

行田市の環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための基本的

な計画であり、現在及び将来の市民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的

とします。 

 

 
※『行田市環境基本条例』第３条 

（基本理念） 

１ 環境の保全及び創造は、現在及び将来の市民が潤いと安らぎのある豊かな環境の

恵みを受けられるとともに、人類の存続基盤である環境が良好に将来の世代に引

き継がれるように適切に推進されなければならない。 

 

２ 環境の保全及び創造は、全ての者が環境への負荷を低減することその他の行動を

自主的かつ積極的に行うことによって、自然の物質循環を損なうことなく持続的

に発展することができる社会が構築されるように推進されなければならない。 

 

３ 環境の保全及び創造は、地域の環境が地球全体の環境と深くかかわっていること

に鑑み、地球規模の環境問題の解決に寄与する地域の取組として、あらゆる事業

活動及び日常生活において推進されなければならない。 
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